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今次委託調査の目的
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調査の背景・目的
・今後、合理的な決済プラットフォームの構築・導入を促進し、ひいては
生鮮食料品等の流通コスト軽減の促進を目的とする。

主な調査内容
・卸売市場流通や直接販売などの生鮮食料品等流通における代金決済の実態や
国内外のICTを活用した先進的な決済システムの事例について調査し、各流通
段階における代金決済に係る支払い・事務処理の方法やコスト等の実態を
明らかにする。

・検討会において、国内の生鮮食料品等流通に導入可能なICTを活用した決済
プラットフォームのモデル構築及びその導入に向けて必要な要件や取組等に
ついて検討する。
（ペーパーレス化、キャッシュレス化等の視点を想定。）

「平成30年度生鮮食料品等の代金決済に関する調査委託事業」



今次委託調査の全体像
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【卸売市場の実態調査】
＜内容（例）＞
平均決済期間、事務処理工数、与信管理方法、システム概要等

＜対象＞
●中央卸売市場：10事例
●地方卸売市場：５事例
●市場間ネットワーク：３事例

東京４市場（青果・花き、水産、食肉）にて
インタビュー調査を試行
（アンケート票を設計・確認）

【市場外流通（直接取引等）の事例調査】

３パターン×３事例（計９事例）

【先進事例調査】
BtoBプラットフォーム（食品業界以外も対象）
・国内２事例・海外２事例

国内：インフォマート社、ラクーン社
海外：Amazon、アリペイ

【「決済プラットフォーム」の
モデル仮説の検討】

・基本機能
・システム構成図
・導入効果
・利用シーン

【検討委員会等での話し合い】

・実態調査・課題等の共有
・モデル仮説の検証、具体化
・先進技術の活用可能性
・実務面・運用面の課題や要件の
具体化 など

必要に応じて追加調査
・コード連係
・新たな決済サービス
・ブロックチェーン

※仕様書上の項目を抜粋、整理


